秘密保持に関する覚書

甲及び乙は、　　　　　　　　　　　　　　にかかわる打合せ（以下「本業務」という）について次の通り取り決め、本覚書を締結する。

１．（目　的）
本覚書は、本業務について当面必要とされる最小限の基本的事項を取り決めることを目的とする。本業務に関し、コンサルティング、業務実施などを行う必要が生じたときは、その遂行方法、費用、成果の取り扱い、秘密保持について別途契約を締結するものとする。

２．（機密保持）

甲及び乙は、本業務に関連して発生し又は相手方から知得した技術上、営業上の機密事項について、予め相手方の同意を得ないで、第三者に漏洩又は開示しないものとする。
３．（図面資料等の管理）
甲及び乙は、本業務に関し相手方から受領した図面及び仕様書等の資料を本業務にのみ利用するものとし、他の如何なる目的にも利用してはならないものとする。
４．（知的財産権等）
甲及び乙は、本業務に関し相手方から開示された知的財産権、ノウハウ、アイデア 等を尊重し、本業務の実施以外に流用しないものとする。本業務から知的財産権、ノウハウ、アイデア等が新たに発生した場合は、その取り扱いについては甲乙別途協議のうえ定める。
５．（本業務の第三者委託）

甲及び乙は、本業務に関し、自己が負う業務の全部又は一部を第三者に委託するときは、相手方の事前の同意を得るものとする。但し、相手方の同意を得た場合といえども当該当事者は相手方に対して本覚書上の義務を免れるものではない。
６．（本業務の期間）

甲及び乙は、本業務の期間を別途協議して定める。

７．（本覚書の有効期限）
本覚書は、本業務終了後1年間有効とする。但し、本業務が終了しても、第２条の機密事項は、開示を受けた当事者の責によらず公知となる日迄、なお有効とする。
８．（協　議）

本覚書に関して疑義を生じた事項又は定めのない事項については、甲乙誠意をもって協議し、その解決を図るものとする。

本覚書締結の証として本書２通を作成し、甲乙は記名押印もしくは署名のうえ各１通を保有する。
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